
《

総

会

》

一
月
二
十
六
日
、
京
都
駅
前
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
に
て
理
事

会
、
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
講
師
に
阪

田
美
枝
先
生
を
お
願
い
し
、
日
本
の
「
和
紙
」
に
つ
い
て
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、

阪
田
先
生
は
、
手
す
き
和
紙
研
究
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
同
時
に
日
本
の
紙
漉
き
唄
の
収
集
家
で
も
あ
り
ま
す
。

会
場
で
は
、
先
生
が
録
音
さ
れ
た
非
常
に
貴
重
な
紙
漉
き
唄

を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
一
角
に
は
、

東
大
寺
お
水
取
り
に
使
用
さ
れ
る
紙
製
の
着
物
「
紙
衣(

か
み

こ
）
」
も
展
示
。
講
演
終
了
後
も
、
そ
の
手
触
り
を
確
か
め

る
人
が
後
を
絶
た
ず
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。
。

講
演
に
続
い
て
懇
親
会
が
開
か
れ
、
恒
例
の
福
引
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

《

第
九
十
五
回

公
募
展

）

去
年
は
六
月
開
催
で
時
期
的
に
は
早
い
も
の
で
し
た
が
、
今
年
は
夏

休
み
も
終
わ
ろ
う
か
と
す
る
八
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
の
四
日
間
、

京
都
市
美
術
館
二
階
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
不
安
定
な
お
天
気
で
し
た

が
授
賞
式
の
土
曜
日
に
は
美
術
館
の
玄
関
で
記
念
写
真
の
撮
影
も
で
き

ま
し
た
。

同
館
で
は
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
展
、
ル
ー
ブ
ル
展
が
開
催
さ
れ
て
も
い
た

の
で
、
見
学
者
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
近
年
、
美
術
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
が
進
行
中
で
、
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
が
少
な
く
、
会
員
の
皆
様
や
見

学
者
の
方
に
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

平
安
書
道
会
事
務
局
だ
よ
り

平
成
二
十
八
年
正
月
号

東
大
寺
の
修
行
僧
が
着
用
す
る

神
聖
な
衣
服
「
紙
衣
（
か
み

こ
）
」
。

和
紙
を
漉
い
て
作
り
ま
す
。

昨
年
、
九
十
四
回
公
募
展
で
芸

術
新
聞
社
賞
を
受
賞
し
た
西
垣
萌

衣
さ
ん
。
み
ご
と
市
長
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
今
年
は
三
部
最
後
の
高

校
三
年
生
。
来
年
は
一
般
の
部
に

な
り
ま
す
が
。
今
後
も
土
井
清
華

先
生
の
も
と
で
、
し
っ
か
り
お
稽

古
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

会
員
の
皆
様
に
は
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
実
り
多
い
歳
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
昨
年
一
年
間
の
会
の
行
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

副理事長堀部青霄先生の作品

副
理
事
長
都
賀
田
久
馬
先
生
の

作
品



《
第
三
十
五
回

聚
英
展
》

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
、
京
都
文
化
博
物
館

で
聚
英
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
四
十
余
名
の
書
道
会
審

査
員
の
小
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

公
募
展
の
作
品
と
は
ま
た
違
っ
た
、

ゆ
っ
た
り
と
寛
い
だ
雰
囲
気
で

観
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
今
年
の
行
事
予
定
）

一
月
三
十
一
日

総
会
・
記
念
講
演

「
和
紙
の
あ
れ
こ
れ
Ⅱ
」

阪
田
美
枝
先
生

※
昨
年
大
変
好
評
だ
っ
た
和
紙
の

お
話
。
前
回
時
間
切
れ
だ
っ
た
と

こ
ろ
も
ば
っ
ち
り
話
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

第
九
十
六
回
公
募
展

六
月
二
日
～
五
日

第
三
十
六
回
聚
英
展

秋
頃

先
人
追
悼
供
養
・
筆
供
養

十
一
月
二
十
三
日

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

《
訃
報
）

理
事

外
岡
千
佳
先
生

九
十
歳

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
六
日
没

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

《
先
人
法
要
と
筆
供
養
》

十
一
月
二
十
三
日
、
東
山
東
福
寺
塔
頭
正
覚
案
に
て
十
一
時
よ
り
平

安
書
道
会
先
人
物
故
者
の
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
少
し
お
天

気
が
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
雨
ま
で
に
は
至
ら
ず
。
紅

葉
の
東
山
を
背
景
に
、
お
茶
と
お
そ
ば
を
ご
馳
走
に
な
り
、
前
々
会
長

綾
村
担
園
先
生
の
お
墓
に
も
お
参
り
し
ま
し
た
。

西村格外理事長出品作品

書
く
人
、
そ
れ
を
見
る
人
、
時

に
は
書
か
れ
た
も
の
を
お
手
本
に

し
て
臨
書
し
て
み
た
り
。
ア
レ
ン

ジ
し
て
み
る
。
そ
の
形
態
は
自
由

で
す
。

書
い
た
こ
と
の
な
い
も
の
へ
の
憧

れ
を
、
一
気
に
実
現
へ
と
変
え
る
、

よ
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
も
平
安
の
錬
成
会
の
良
い

と
こ
ろ
と
思
え
ま
す
。
今
度
の
機

会
に
は
是
非
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

《
亀
岡
錬
成
会
》

今
年
の
錬
成
会
は
、
九
月
十
二

日
・
十
三
日
の
二
日
間
、
亀
岡
の

大
本
教
団
の
一
角
を
お
借
り
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。
敷
地
の
中
に
は
、

前
会
長
綾
村
担
園
先
生
の
碑
も
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
い
会
場
で
そ
れ
ぞ
れ
毛
氈
を

広
げ
、
好
き
に
書
き
綴
る
。
仮
名

も
隷
書
も
金
文
も
篆
刻
も
現
代
詩

文
も
、
分
野
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。

聚
英
展
出
品
者
一
同

お
し
ら
せ

大
正
九
（
一
九
二

〇
）
年
に
創
立
し

た
平
安
書
道
会
は

五
年
後
に
創
立
百

年
を
迎
え
ま
す
。

会
で
は
百
年
の

長
い
歴
史
の
証
言

者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
先
人
の
書

作
品
か
ら
、
図
録
、

会
報
、
写
真
な
ど
。

思
い
出
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
、
会

の
記
録
と
し
て
残

し
て
ゆ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

お
心
あ
た
り
の

か
た
は
事
務
局
ま

で
ご
一
報
く
だ
さ

い
。


